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128 令和3年度　愛知県臨床検査精度管理調査

Ⅰ．はじめに
　本精度管理調査は、尿定性検査、便潜血検査（免疫学
的便ヘモグロビン検査）及び形態検査を実施し、県下の
施設間差是正を目的とした。

Ⅱ．対象項目
　本年度は、尿定性検査（蛋白、糖、潜血の3項目）、便
潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）、一般検査に関
わるフォトサーベイを実施した。

Ⅲ．試料（設問）について
１．尿定性検査
　精度管理調査用に作製された2種類（試料41、試料42）
の凍結乾燥試料を使用した。各項目（蛋白、糖、潜血）の
目標値を示す（表1）。

　試料の調製方法は手順書の記載通りとした。

２．便潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）
　精度管理調査用に作製された2種類（試料43、試料44）
の擬似便を使用した。各項目の目標値（μg/g便）を示す
（表2）。

　試料の調製方法については、手順書の記載通りとした。

３．フォトサーベイ
　フォトサーベイは、10題（尿沈渣、脳脊髄液、寄生虫
に関する写真、合計13枚）を出題した。昨年同様、各設

問のうち日常業務で実施していない設問に対しては、そ
の回答欄は未記入を選択するよう依頼した。

Ⅳ．参加施設数について
　尿定性検査の参加施設数は123施設、便潜血検査の参
加施設数は93施設、フォトサーベイの参加施設数は最大
100施設であった。

Ⅴ．評価基準
１．尿定性検査
　目標値をA評価(正解)、目標値±1段階までをB評価
（許容正解）、目標値から2段階以上外れたものをD評価
（不正解）とした。半定量値は今後の参考調査とした。

２．便潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）
　定性値は、目標値をA評価（正解）、目標値から外れた
ものをD評価（不正解）とした。
　定量値は、今後調査を実施する際の参考調査とした。

３．フォトサーベイ
　正解をA評価、不正解をD評価とした。
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　実務担当者：野村　勇介（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　臨床検査科）
長嶌　和子（藤田医科大学病院　臨床検査部）　　　　　　
蜂須賀大輔（JA愛知厚生連　稲沢厚生病院　臨床検査室）
岩﨑　卓識（修文大学　医療科学部　臨床検査学科）　　　
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表 3：メーカー別の判定割合 

メーカー 施設数 目視施設 機器施設 

栄研化学 
60 2 58 

(53.6%) (3.3%) (96.7%) 

アークレイ 

ファクトリー 

14 0 14 

(12.5%) (0.0%) (100.0%) 

シーメンス 
23 0 23 

(20.5%) (0.0%) (100.0%) 

日立化成ダイ

アグノスティク

ス・システムズ 

2 1 1 

(1.8%) （50.0%） （50.0%） 

三和化学 

研究所 

8 6 2 

(7.1%) （75.0%） （25.0%） 

富士フイルム

和光純薬 

4 ２ 2 

(3.6%) (33.3%) (66.7%) 

シスメックス 
1 0 1 

(0.9%) （0.0%） (100%) 

合計 112 
11 

（9.8%） 

101 

（90.2%） 

※未記入は集計より除外した 
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Ⅵ．調査結果
１．尿定性検査
１）尿定性検査
　尿定性の判定方法は参加123施設のうち、回答のあっ
た112施設において目視判定の施設が11施設（9.8%）、機
器判定の施設が10１施設（90.2%）であった。メーカー別の
目視判定施設および機器判定施設数とその割合を示す
（表3）。また、各試料の蛋白、糖、潜血の定性結果と施
設数、回答率（%）および評価を示す（表4）。
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試料 43 試料 44 

（－） （＋） 

（0.0μg/g 便） （60.0μg/g 便） 

表 4：各試料の結果 

定性 試料 41 

蛋白 施設数 回答率(%) 評価 

(-) 1 0.8 D 

(±) 3 2.5 B 

(1+) 110 89.4 A 

(2+) 9 7.3 B 

(3+) 0 0.0 - 

(4+) 0 0.0 - 

糖 施設数 回答率(%) 評価 

(-) 0 0.0 - 

(±) 2 1.6 B 

(1+) 95 77.2 A 

(2+) 26 21.2 B 

(3+) 0 0.0 - 

(4+) 0 0.0 - 

潜血 施設数 回答率(%) 評価 

(-) 0 0.0 - 

(±) 12 9.8 B 

(1+) 95 77.2 A 

(2+) 16 13.0 B 

(3+) 0 0.0 - 

(4+) 0 0.0 - 

定性 試料 42 

蛋白 施設数 回答率(%) 評価 

(-) 0 0.0 - 

(±) 0 0.0 - 

(1+) 0 0.0 - 

(2+) 4 3.2 B 

(3+) 112 91.1 A 

(4+) 7 5.7 B 

糖 施設数 回答率(%) 評価 

(-) 0 0.0 - 

(±) 0 0.0 - 

(1+) 1 0.8 B 

(2+) 90 73.2 A 

(3+) 32 26.0 A もしくは B

(4+) 0 0.0 - 

潜血 施設数 回答率(%) 評価 

(-) 0 0.0 - 

(±) 0 0.0 - 

(1+) 0 0.0 - 

(2+) 0 0.0 - 

(3+) 123 100.0 A 

(4+) 0 0.0 - 

※未記入は集計より除外した 

※糖の試料 42 について一部半定量値を加味して A 評価とした 

表3：メーカー別の判定割合

表4：各試料の結果
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　各項目の目標値は、JCCLS尿検査標準化委員会の指
針に従い設定した。
　試料41のA評価とB評価を含む正解率は、蛋白におい
ては99.2%、糖と潜血において100%であった。
　A評価単独の正解率は蛋白においては89.4%であり良
好な結果であった。一方、糖と潜血においては77.2%に
とどまり、施設間で軽度のばらつきを認めた。
　試料42のA評価とB評価を含む正解率は、蛋白、糖、
潜血いずれも100%であった。A評価単独の正解率は蛋白
が91.1%、糖が83.0%、潜血が100%であり良好な結果が得
られた。なお、試料42の糖において定性値が（3+）と本来
B評価となるが、半定量値が300mg/ｄLであった12施設
について半定量値を加味してA評価とした。
２）半定量値
　半定量値は参考値のため結果のみを記載する（表5）。

表5：半定量値による結果表 5：半定量値による結果 

半定量値 試料 41 

蛋白

（mg/dL） 
施設数 回答率(%) 

0 1 1.0 

15 1 1.0 

30 99 96.0 

50 1 1.0 

100 1 1.0 

糖（mg/dL） 施設数 回答率(%) 

50 2 1.9 

100 90 87.4 

150 5 4.9 

250 6 5.8 

潜血

（mg/dL） 
施設数 回答率(%) 

0.03 12 12.1 

0.06 65 65.7 

0.10 17 17.2 

0.15 5 5.0 

半定量値 試料 42 

蛋白

（mg/dL） 
施設数 回答率(%) 

100 3 3.0 

300 99 96.0 

500 1 1.0 

糖（mg/dL） 施設数 回答率(%) 

100 1 0.9 

200 2 1.9 

250 83 80.6 

300 12 11.7 

500 5 4.9 

潜血

（mg/dL） 
施設数 回答率(%) 

0.15 1 1.0 

0.70 16 16.3 

0.75 63 64.3 

1.00 18 18.4 

※未記入は集計より除外した 
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２．便潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）
１）便定性結果
　試料43、試料44ともにA評価が100%であり、良好な結
果が得られた（表６）。

２）判定方法
　参加施設93施設の判定方法は、目視判定が46施設
（49.5%）、機器判定施設が47施設（50.5%）であった（表７）。

⑴　目視判定
ａ）目視判定測定キット別採用頻度
　目視判定測定キット別採用頻度は、栄研化学のキッ
トを採用している施設が38施設（82.6%）、富士フイルム
和光純薬のキットを採用している施設が1施設（2.2%）、
ミズホメディーのキットを使用している施設が７施設
（15.2%）であった（表８）。

⑵　機器判定
ａ）機器判定測定原理別採用頻度
　測定原理別採用頻度は、ラテックス凝集比濁法が37
施設（78.7%）、金コロイド法が10施設（21.3%）であった
（表９）。

ｂ）測定機器別採用頻度
　測定機器別採用頻度は、栄研化学のOCセンサーシ
リーズが35施設（74.5%）、次いで富士フイルム和光純薬
が5施設（10.6%）、アルフレッサファーマが5施設（10.6%）、
日立化成ダイアグノスティックス・システムズ2施設
（4.3%）の順であった（表10）。

表6：定性結果

表7：判定方法

表8：目視判定 測定キット内訳

表9：機器判定 測定原理内訳

表10：測定機器内訳
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表 10：測定機器内訳 

測定機器 施設数 割合(%) 

栄研化学 35 74.5 

OC センサーio 12 25.5 

OC センサーDIANA 10 21.3 

OC センサーPLEDIA 13 27.7 

富士フイルム和光製薬 5 10.6 

FOBITWAKO,FOBITWAKOⅡ 4 8.5 

Quick Run 1 2.1 

アルフレッサファーマ 5 10.6 

ヘモテクト NS-PlusC,C15,C30 2 4.25 

ヘモテクト NS-Prime 2 4.25 

全自動便用分析装置 AA01 1 2.1 

2 4.3 

HM-JACK arc 1 2.15 

HM-JACK arcⅡ 1 2.15 

合計 47 100.0 

日立化成ダイアグノスティックス・
システムズ
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ｃ）測定機器別の結果
　測定機器別の測定結果およびカットオフ値を示す（表
11-1、表11-2）。定量値の報告単位には、実際の測定に
用いられる「便が希釈された溶液」1mL中のヘモグロビ
ン量を表す「ng/mL」と、便1g中のヘモグロビン量に
換算した「μg/g便」がある。定量値はng/mLで表記さ
れることが多いが、メーカーによって採便量と緩衝液量
との希釈率の差があるため、メーカー間のng/mLの値
を単純に比較することは困難である。そのため、メー
カー間の比較が可能なμg/g便の値も併記した。μg/g便
表記では、ng/mL表記よりも希釈率の影響を受けない
ため比較的収束した結果となる。

表11-1：測定機器別の結果表 11-1：測定機器別の結果 

メーカー名 機器名 施設数 

試料 43 試料 44 カットオフ値 

定性
定量 

定性
定量 

ｎg/mL μg/g 便
ｎg/mL μg/g 便 ｎg/mL μg/g 便 

栄研化学 

OC 

センサーio 

メーカー 

測定値 
(-) 0.0 0.00 (+) 306.0 61.00 100.0 20.00 

12 

(-) 0.0 0.00 (+) 254.0 50.80 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 307.5 61.50 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 259.0 51.80 99.0 19.80 

(-) 0.0 0.00 (+) 296.0 59.20 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 250.0 50.00 99.0 19.80 

(-) 0.0 0.00 (+) 357.8 71.56 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 271.0 54.20 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 272.0 54.40 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 274.0 54.80 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 270.0 54.00 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 277.8 55.56 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 282.0 56.40 100.0 20.00 

OC 

センサー

PLEDIA 

メーカー 

測定値 
(-) 0.0 0.00 (+) 313.0 63.00 100.0 20.00 

11 

(-) 0.0 0.00 (+) 270.0 54.00 120.0 24.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 294.0 58.80 99.0 19.80 

(-) 0.0 0.00 (+) 252.0 50.40 150.0 30.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 254.0 50.80 150.0 30.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 187.0 37.40 80.0 16.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 291.0 58.20 99.0 19.80 

(-) 0.0 0.00 (+) 269.0 53.80 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 274.0 54.80 50.0 10.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 305.7 61.14 70.0 14.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 270.6 54.12 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 289.3 57.86 100.0 20.00 
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表11-2：測定機器別の結果表 11-2：測定機器別の結果 

メーカー名 機器名 施設数 

試料 43 試料 44 カットオフ値

定性
定量 

定性
定量 

ｎg/mL μg/g 便 
ｎg/mL μg/g 便 ｎg/mL μg/g 便 

栄研化学 

OC 

センサー

DIANA

メーカー

測定値
(-) 0.0 0.00 (+) 316.0 63.0 100.0 20.0 

10 

(-) 0.0 0.00 (+) 263.6 52.72 150.0 30.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 276.0 55.20 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 252.0 50.40 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 271.0 54.20 99.0 19.80 

(-) 2.4 0.48 (+) 312.0 62.40 100.0 20.00 

(-) 2.0 0.40 (+) 290.0 50.00 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 500.0 100.00 50.0 10.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 320.0 64.00 150.0 30.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 315.0 63.00 50.0 10.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 284.0 56.80 100.0 20.00 

富士フイルム 

和光純薬 

FOBIT 

WAKO 

・ 

FOBIT 

WAKOⅡ 

メーカー

測定値
(-) 1.0 0.25 (+) 328.0 82.00 100.0 25.00 

4 

(-) 0.0 0.00 (+) 323.7 80.93 70.0 17.50 

(-) 3.0 0.75 (+) 288.0 72.00 100.0 25.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 301.6 75.40 70.0 17.50 

(-) 0.0 0.00 (+) 323.0 80.75 70.0 17.50 

Quick Run 1 (-) 2.0 0.50 (+) 378.0 94.50 50.0 12.50 

アルフレッサ

ファーマ

ヘモテクト

NS-Plus

C,C15,C30 

メーカー

測定値
(-) 22.3 4.50 (+) 281.3 56.30 100.0 20.00 

1 (-) 30.0 6.00 (+) 301.0 60.20 99.99 19.99 

ヘモテクト

NS-Prime

メーカー

測定値
(-) 0.4 0.10 (+) 308.8 61.80 100.0 20.00 

2 
(-) 0.0 0.00 (+) 287.0 57.40 100.0 20.00 

(-) 0.0 0.00 (+) 309.0 61.80 75.0 15.00 

AA01 1 (-) 1.1 0.00 (+) 265.3 53.60 150.0 30.00 

日立化成
ダイアグノス
ティックス・
システムズ 

HM- 

JACK arc 

メーカー

測定値
(-) 0.1 0.10 (+) 110.3 110.30 30.0 30.00 

1 (-) 0.0 0.00 (+) 92.2 92.20 30.0 30.00 

HM- 

JACK arcⅡ
1 (-) 0.0 0.00 (+) 93.3 93.31 75.0 75.00 

※未記入は除外した。

　各施設からのμg/g便の値を基にした平均値および標
準偏差（SD)について示す（表11-3）。試料43、試料44の
μg/g便単位での設定値はそれぞれ0.0μg/g便、60.0μg/g
便である。参考として2019年度の試料43の、μg/g便単
位での設定値、平均値および標準偏差（SD）も提示する。

表11-3：μg/g便の平均値と標準偏差（SD)表 11-3：μg/g 便の平均値と標準偏差（SD) 

R3 施設数 

平均値

(μg/g

便) 

標準偏差

(SD) 

変動係数

(CV%) 

試料 43

（0.0μg/

g 便） 

41 0.18 0.90 5.00 

試料 44 

（60.0μ

g/g 便 

41 60.60 12.78 21.09

※未記入は除外した。

参考：R1 施設数 

平均値

（μg/g

便） 

標準偏差

(SD) 

変動係

数(CV%) 

試料 43 

（60.0μg

/g 便） 

49 65.91 11.83 17.95

表 12：定量値の分布 

試料 43 試料 44 

μg/g 便 施設数 割合(%) μg/g 便 施設数 割合(%)

0.0 35 85.3 ～50.0 2 4.9 

〜0.1 0 0.0 ～55.0 16 39.0 

〜0.2 1 2.45 ～60.0 9 22.0 

〜0.3 0 0.0 ～65.0 7 17.1 

〜0.4 1 2.45 ～70.0 1 2.4 

〜0.5 2 4.9 ～75.0 1 2.4 

〜0.6 0 0.0 ～80.0 0 0.0 

〜0.7 1 2.45 ～85.0 2 4.9 

〜0.8 0 0.0 ～90.0 0 0.0 

〜0.9 0 0.0 ～95.0 2 4.9 

その他

（6.00） 
1 2.45 ～100.0 1 2.4 

合計 41 100.0 合計 41 100.0 

※未記入は除外した。

表 13：カットオフ値（μg/g 便） 

μg/g 便 施設数 割合(%) 

～10 3 6.8 

～15 3 6.8 

～20 28 63.6 

～25 2 4.6 

～30 7 15.9 

30～ 1 2.3 

合計 44 100.0 

※未記入は集計より除外した
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ｄ）定量値の分布状況
　希釈率の影響を受けないμg/g便による定量値の回答
分布状況を示す（表12）。

ｅ）カットオフ値
　機器判定を行っている施設のカットオフ値を示す（表
13）。カットオフ値はメーカー間で比較可能な単位（μg/
g便）表記で10.0～75.0μg/g便に設定されていた。

３．フォトサーベイ
　フォトサーベイは、尿沈渣成分8問、脳脊髄液１問、寄
生虫1問の合計10問を出題した。各設問の正解率を示す
（表14）。設問1～設問10の平均正解率は98.5%であった。

Ⅶ．解説及び考察
１．尿定性検査について
　尿定性検査は例年同様、メーカーによって精度管理調
査用に作製された凍結乾燥尿2濃度を使用した。
　試料41、42共に糖と潜血はA評価とB評価を含む正解
率は100%であったが、蛋白についてはA評価とB評価が
試料41で99.2%、試料42で100%、D評価が試料41で0.8%
であった。全体としてJCCLS尿検査標準化委員会の指
針にほとんどの施設が準拠しており良好な結果が得られ
た。
　潜血における試料41のA評価は、昨年度の75.0%に対
して、本年度は77.2%と増加した。尿潜血は、ここ数年
同様の試料を使用しているにもかかわらず、A評価の割
合が大きく変化する傾向がある。メーカーごとの試薬特
性の違いが原因として考えられる。
　判定方法は切り捨て法を実施している施設が2施設で
あった。日臨技では近似法を推奨しているため、今後も
研究班活動を通して周知を行いたい。
　半定量値による結果は例年通り参考調査とした。
JCCLSでは半定量値による報告を推奨しているが、現
状では蛋白、糖、潜血ともに定性値（1+）を除いてメー
カーによって同一定性値でも半定量値が異なる部分があ
ること、同一メーカーでも定性値が同一の判定結果であ
るにもかかわらず、半定量値が異なる施設が認められる
ためである。
　今回、上記理由によって糖の試料42において定性値が
（3+）とB評価相当であるが、半定量値を加味してA評価
とした施設が12施設あった。
　今後の精度管理調査ではメーカーによる定性値の評価
と半定量値の評価が乖離しないような報告方法を検討す
る必要がある。最終的には、半定量値についてメーカー
および機器ごとに評価する必要があると考える。

２．便潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）について
　便潜血検査の定性結果は、目視判定については試料43、
試料44いずれもA評価100%、機器判定については試料43、
試料44いずれもA評価100%と良好な結果が得られた。
　便試料の測定日について、多くの施設が試料の到着
日もしくは翌日までに便試料を測定していた。しかし、
その割合は62.4%（58/93施設）で、平成30年度の80.4%
（78/97施設）平成29年度の82.8%（82/99施設）よりも低い
数字となった。各施設の保存環境によって、試料到着後
も便試料内のヘモグロビンが変性する可能性もあるため、
今後もできる限り試料到着日の測定をお願いしたい。
　採便容器への試料の採取方法については、令和元年度
同様手順書に写真を挿入し、厳密に実施する様お願いし
た。
　各施設からのμg/g便の値を分析すると、試料43
（0.0μg/g便）の平均値は0.18μg/g便、標準偏差（SD）は
0.90、変動係数（CV%）は5.00%であった。試料44（60.0μg/g
便）の平均値は60.60μg/g便、標準偏差（SD）は12.78、変

表12：定量値の分布

表13：カットオフ値（μg/g便）

表14：評価結果(%)

表 11-3：μg/g 便の平均値と標準偏差（SD) 

R3 施設数 

平均値

(μg/g

便) 

標準偏差

(SD) 

変動係数

(CV%) 

試料 43

（0.0μg/

g 便） 

41 0.18 0.90 5.00 

試料 44 

（60.0μ

g/g 便 

41 60.60 12.78 21.09

※未記入は除外した。

参考：R1 施設数 

平均値

（μg/g

便） 

標準偏差

(SD) 

変動係

数(CV%) 

試料 43 

（60.0μg

/g 便） 

49 65.91 11.83 17.95

表 12：定量値の分布 

試料 43 試料 44 

μg/g 便 施設数 割合(%) μg/g 便 施設数 割合(%)

0.0 35 85.3 ～50.0 2 4.9 

〜0.1 0 0.0 ～55.0 16 39.0 

〜0.2 1 2.45 ～60.0 9 22.0 

〜0.3 0 0.0 ～65.0 7 17.1 

〜0.4 1 2.45 ～70.0 1 2.4 

〜0.5 2 4.9 ～75.0 1 2.4 

〜0.6 0 0.0 ～80.0 0 0.0 

〜0.7 1 2.45 ～85.0 2 4.9 

〜0.8 0 0.0 ～90.0 0 0.0 

〜0.9 0 0.0 ～95.0 2 4.9 

その他

（6.00） 
1 2.45 ～100.0 1 2.4 

合計 41 100.0 合計 41 100.0 

※未記入は除外した。

表 13：カットオフ値（μg/g 便） 

μg/g 便 施設数 割合(%) 

～10 3 6.8 

～15 3 6.8 

～20 28 63.6 

～25 2 4.6 

～30 7 15.9 

30～ 1 2.3 

合計 44 100.0 

※未記入は集計より除外した
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49 65.91 11.83 17.95

表 12：定量値の分布 

試料 43 試料 44 

μg/g 便 施設数 割合(%) μg/g 便 施設数 割合(%)

0.0 35 85.3 ～50.0 2 4.9 

〜0.1 0 0.0 ～55.0 16 39.0 

〜0.2 1 2.45 ～60.0 9 22.0 

〜0.3 0 0.0 ～65.0 7 17.1 

〜0.4 1 2.45 ～70.0 1 2.4 

〜0.5 2 4.9 ～75.0 1 2.4 

〜0.6 0 0.0 ～80.0 0 0.0 

〜0.7 1 2.45 ～85.0 2 4.9 

〜0.8 0 0.0 ～90.0 0 0.0 

〜0.9 0 0.0 ～95.0 2 4.9 

その他

（6.00） 
1 2.45 ～100.0 1 2.4 

合計 41 100.0 合計 41 100.0 

※未記入は除外した。

表 13：カットオフ値（μg/g 便） 

μg/g 便 施設数 割合(%) 

～10 3 6.8 

～15 3 6.8 

～20 28 63.6 

～25 2 4.6 

～30 7 15.9 

30～ 1 2.3 

合計 44 100.0 

※未記入は集計より除外した

表 14：評価結果 (%)  

 評価 A(%) 評価 D(%) 

設問 1 96.0 4.0 

設問 2 97.0 3.0 

設問 3 100.0 0.0 

設問 4 100.0 0.0 

設問 5 100.0 0.0 

設問 6 96.0 4.0 

設問 7 100.0 0.0 

設問 8 100.0 0.0 

設問 9 100.0 0.0 

設問 10 95.8 4.2 

平均正解率(%) 98.5 1.5 

 

表 15：CV 値の推移 

年度 CV（%）  

平成 25 30.2  

平成 27 17.8 
手引書に擬似便採取方法と取り

扱い方法を詳細に記載した 

平成 28 13.9 
手引書にさらに写真を加え現在

の方式にした 

平成 29 17.1  

平成 30 16.5  

令和元 18.0  

令和 3 26.67  

 

 

 

写真１ 【タイトル不要】 
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動係数（CV%）は21.09%であった。令和元年度の試料43
（60.0μg/g便）の平均値は65.91μg/g便、標準偏差（SD）
は11.83、変動係数（CV%）は17.95%であり、手順書に採
便方法を明確に記載して以降、最もバラツキが大きかっ
た（表15）。昨年度は新型コロナウイルスにより、便潜血
検査の実施を見送ったこと、2015年度以降採便方法の手
順書に変更がないことによる実施者の慣れなどが考えら
れる。
　擬似便の採取方法については標準化された手法が無い
ため、今後も調査を通じて検討を行いたい。来年度は手
順書の採便方法の記載内容の見直しを行い、採便方法に
よる各施設のバラツキの是正を目指したい。

　便潜血の結果報告は、希釈率の影響を受けないμg/g
便がメーカー間で比較可能であるため、便ヘモグロビ
ン検査ではng/mLとμg/g便を併記することが望ましい。
また現在、機器判定のカットオフ値は統一化された見解
が存在しないため、スクリーニング検査（集団健診）と診
断検査（病院検査）など目的に応じ、医師と相談して設定
する必要がある。また、正確な判定結果を得るため、採
取する検体量・攪拌・機器メンテナンスなどに注意して
業務にあたっていただきたい。検体採取は患者にて自己
採取することが多いため、検体採取方法の説明を実際に
行うスタッフへの指導も必要と考える。なお、免疫学的
便ヘモグロビン検査については、平成22年8月に愛知県
臨床検査標準化協議会より愛知県臨床検査標準化ガイド
ライン「免疫学的便ヘモグロビン検査の手引書」が刊行
されているため、参考にしていただきたい。

３．フォトサーベイについて
１）各設問の解説
設問1

写真A　無染色400倍

写真B　無染色400倍

　写真A、Bは異なる患者の尿中に認められた成分です。
写真に見られる赤血球を分類してください。

1.A:非糸球体型赤血球　　B:非糸球体型赤血球
2.A:非糸球体型赤血球　　B:糸球体型赤血球
3.A:糸球体型赤血球　　　B:非糸球体型赤血球
4.A:糸球体型赤血球 　　B:糸球体型赤血球

正解：3.A:糸球体型赤血球　B:非糸球体型赤血球

　尿中に出現する赤血球は、腎・泌尿生殖器における出
血性病変を示唆する重要な有形成分であり、各種疾患の
診断や治療の指標として用いられている。下部尿路出血
（非糸球体型血尿）ではヘモグロビン色素に富む非糸球

表15：CV値の推移

表 14：評価結果 (%)  
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写真１ 【タイトル不要】 
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写真１ 【タイトル不要】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 【タイトル不要】 

 
 

 

表 16：設問１集計表  【タイトル不要】 

 回答 施設数 割合(%) 評価

1 
Ａ：非糸球体型赤血球 

4 4.0 D 
Ｂ：非糸球体型赤血球 

3 
Ａ：糸球体型赤血球 

96 96.0 A 
Ｂ：非球体型赤血球 

 

 

写真 3 【タイトル不要】 

 
 

 

写真４ 【タイトル不要】 

 
 

 

写真２ 【タイトル不要】 

 
 

 

表 16：設問１集計表  【タイトル不要】 

 回答 施設数 割合(%) 評価

1 
Ａ：非糸球体型赤血球 

4 4.0 D 
Ｂ：非糸球体型赤血球 

3 
Ａ：糸球体型赤血球 

96 96.0 A 
Ｂ：非球体型赤血球 

 

 

写真 3 【タイトル不要】 

 
 

 

写真４ 【タイトル不要】 
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体型赤血球が排出され、円盤状、球状、膨化や萎縮状な
ど、均一で単調な形態を呈し、大小不同が見られてもそ
の程度は弱い。上部尿路出血（糸球体型血尿）では糸球体
型赤血球が排出され、大小不同または小球性があり、不
均一で多彩な形態を呈する。
　写真Aは大小不同を伴う多彩な赤血球を多数出現して
いる。出現している赤血球のヘモグロビン色素は乏しく
全体的に無色調である。また、赤血球の内腔は大きな空
洞や三角形など多様な形状を示しており、糸球体型赤血
球と言える。
　写真Bは中央部の窪んだ円盤状を示した赤血球が出現
している。出現している赤血球はヘモグロビン色素を認
め、黄色調を示している。また出現している赤血球は大
小不同が乏しく典型的な非糸球体型赤血球と言える。

設問2

無染色　400倍

S染色　400倍

　写真の矢印で示した尿沈渣成分を判定してください。

1.尿細管上皮細胞
2.尿路上皮細胞
3.円柱上皮細胞
4.扁平上皮細胞
5.大食細胞

正解：2.尿路上皮細胞

　写真の成分は、核の位置は中心性であり、細胞質は厚
く、表面構造はザラザラとしている。また細胞質辺縁部
は角ばりがある。S染色に良好に染色されており赤紫色
を呈している。このことから尿路上皮細胞と考えられる。
鑑別を要する細胞として尿細管上皮細胞、扁平上皮細
胞、円柱上皮細胞、大食細胞がある。尿細管上皮細胞は
細胞質辺縁部が鋸歯状で、細胞質表面構造はゴツゴツと
した不規則な顆粒状を呈しており、核は濃縮状であるこ
とから除外することができる。中～深層型扁平上皮細胞
は細胞質辺縁部が丸みをもち、S染色では染色性が不良
であり、淡い桃色に染まることから除外することができ
る。円柱上皮細胞については細胞の一端部が平坦で円柱
状、長方形を示すことが多く、稀に繊毛を有する。細胞
質表面構造は均質状または淡い網目状を呈していること
から除外することができる。大食細胞の細胞質辺縁部は
不明瞭であり、N/C比は小さいことから除外することが
できる。

設問3

無染色　400倍

S染色　400倍

 

写真２ 【タイトル不要】 
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表 18：設問 3 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

4 細胞質内封入体細胞 100 100.0 A 

 

 

写真 7 【タイトル不要】 
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　写真の矢印で示した尿沈渣成分を判定してください。

1.尿細管上皮細胞
2.尿路上皮細胞
3.円柱上皮細胞
4.細胞質内封入体細胞
5.核内封入体細胞

正解：4.細胞質内封入体細胞

　写真の成分は細胞質表面構造が顆粒状で、細胞質内に
は円形・類円形の大小の封入体を認める。無染色では封
入体の色調は細胞質と同系色で若干の光沢を伴う。S染
色では細胞質内の封入体成分がより著明目立つことから
細胞質内封入体細胞と考えられる。鑑別に要する細胞と
して、円形・類円形尿細管上皮細胞は、細胞集塊を形成
する傾向があり核は単核で白血球大、クロマチンの増量
は認めないことから除外することができる。中～深層型
尿路上皮細胞は無染色で細胞質表面が黄色調でザラザラ
おり、N/C比は比較的大きく、単核が一般的であること
から除外することができる。円柱上皮細胞は、柵状また
は蜂巣状と集塊傾向を示す。柵状では一端が平坦で、細
胞質表面構造はレース状である。蜂巣状では核は赤血球
～白血球大であることから除外することができる。核内
封入体細胞は核内に明瞭な封入体を認め、核内全体がす
りガラス状であることから除外することができる。
　細胞質内封入体細胞は麻疹、風疹などのRNAウイル
ス感染との関連性を以外にも、膀胱炎、腎盂腎炎、尿路
変更術後の患者尿から出現する傾向があるので注意が必
要となる。

設問4

無染色　400倍
pH7.0、塩酸に徐々に溶解、酢酸に不溶

　尿沈渣の写真です。矢印の結晶を判定してください。

1．尿酸結晶
2.シュウ酸カルシウム結晶
3.リン酸カルシウム結晶
4.リン酸アンモニウムマグネシウム結晶
5.尿酸アンモニウム結晶

正解：2.シュウ酸カルシウム結晶

　写真の結晶は、無色で屈折性のある正八面体を呈する
シュウ酸カルシウム結晶である。酸性尿でも認められる
ことが多いが、アルカリ性尿でも認められることがある。
性状として酢酸に不溶で、塩酸で徐々に溶解する。この
結晶の出現はシュウ酸を豊富に含有している食物（ミカ
ン類、トマト、ホウレン草、アスパラガスなど）の多量
摂取後に出現することがある。尿路結石の80%を占める
シュウ酸カルシウム結石の発生原因は不明であるが食生
活と深い関わりがある。
　シュウ酸カルシウム結晶は、写真の形状だけでなく亜
鈴状・ビスケット状・楕円状などの性状を示すことがあ
る。この際、赤血球や真菌などと似ていることもしばし
ばあり、両者の鑑別が重要となる。赤血球とは定性結果
やピントをずらした際のきらめき、真菌とは仮性菌糸が
伸びている視野を観察することで鑑別を行う。
　その他の選択肢である尿酸結晶は塩酸に不溶なため、
リン酸カルシウム結晶・リン酸アンモニウムマグネシウ
ム結晶・尿酸アンモニウム結晶は酢酸に溶解するため除
外することができる。

表 17：設問 2 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価

2 尿路上皮細胞 97 97.0 A 

4 扁平上皮細胞 3 3.0 D 

 

 

写真 5 【タイトル不要】 

 
 

 

写真 6 【タイトル不要】 

 
 

 

表 18：設問 3 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

4 細胞質内封入体細胞 100 100.0 A 

 

 

写真 7 【タイトル不要】 
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回答 施設数 割合(%) 評価 
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写真 7 【タイトル不要】 

 

表 19：設問 4 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

2 シュウ酸カルシウム結晶 100 100.0 A 

写真 8 【タイトル不要】 

表 20：設問 5 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

5 薬剤結晶 100 100.0 A 

写真 9 【タイトル不要】 

表 21：設問 6 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

2 尿路上皮細胞 1 1.0 D 

4 異型細胞 

（尿路上皮癌疑い） 
96 96.0 A 

5 ヒトポリオーマウイルス

感染細胞 
3 3.0 D 
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設問5

無染色　400倍
　8歳男児。マイコプラズマ肺炎にてトスフロキサシン
内服中。
　尿定性結果：pH7.0、蛋白（±）、潜血（－）、ケトン体（+）

　尿沈渣の写真です。矢印の結晶を判定してください。

1.シスチン結晶
2.尿酸結晶
3.ビリルビン結晶
4.2,8-ジヒドロキシアデニン結晶
5.薬剤結晶

正解：５.薬剤結晶

　写真の結晶は、褐色の細い針状を呈する薬剤結晶であ
る。薬剤結晶は、その名の通り服用・投与された薬物に
由来する薬物結晶であるが、多くが体内で代謝されて構
造が変化するため、元の薬物とは異なった結晶の形状に
変化することが多い。本症例は、マイコプラズマ肺炎に
て内服していたトスフロキサシン（TFLX）が原因と推測
される。TFLX結晶析出尿の多くは尿定性所見に異常は
認められないが、一部で潜血やケトン体などに陽性所見
が認められることもある。形状としてはウニ様が多く観
察されるが、毛皮のマフラー様や束状といった表現の結
晶も観察される。また、尿のpHは酸性～アルカリ性の
いずれにおいても析出する可能性がある。不明な結晶が
観察された際は、電子カルテ等で患者の情報を集めるこ
とがなにより重要である。
　その他の選択肢であるシスチン結晶、尿酸結晶、ビリ
ルビン結晶、2.8-ジヒドロキシアデニン結晶（2.8-DHA
結晶）は基本的に酸性で出現することから除外できる。
シスチン結晶は遺伝性疾患であるシスチン尿症に、2.8-
DHA結晶はAPRT欠損症で尿中に見られる異常結晶と

して重要である。
設問6

S染色　400倍
　70歳代男性。血尿を主訴に泌尿器科を受診した。
　尿定性結果：pH6.5、蛋白（±）、潜血（2+）、糖（－）

　写真の矢印で示した尿沈渣成分を判定してください。

1.尿細管上皮細胞
2.尿路上皮細胞
3.異型細胞（腺癌細胞疑い）
4.異型細胞（尿路上皮癌疑い）
5.ヒトポリオーマウイルス感染細胞

正解：４．異型細胞（尿路上皮癌疑い）

　写真の成分は、細胞が腫大傾向であり孤立散在性に出
現している。矢印の細胞の隣に認める好中球の核クロマ
チンよりも若干濃く、クロマチンの増量が著明あることが
わかる。また、核は偏在しており、腫大傾向である。核は
長方形で異型性が強い。一般的な正常の尿路上皮細胞に
類似した細胞所見を認めることから、尿路上皮癌の細胞
と考えられる。鑑別を要する細胞として、尿細管上皮細胞
は細胞質辺縁構造が鋸歯状で、核の腫大がないことから
除外することができる。尿路上皮細胞は核形不整や核の
偏在傾向、クロマチンの増量等の所見がないことから除
外することができる。腺癌細胞は核小体明瞭であり、粘
液の含有（胃癌）、柵状配列（大腸癌等）、N/C比著名な腫
大（前立腺癌）などの所見を認めないことから除外するこ
とができる。ヒトポリオーマウイルス感染細胞はN/C比は
大きく、核の膨化状で丸い。S染色では核内構造がすりガ
ラス状を示すことから除外することができる。尿路上皮癌
は50歳以上の男性で好発し、血尿、膀胱刺激症状での発

表 19：設問 4 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

2 シュウ酸カルシウム結晶 100 100.0 A 
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症が多い為、年齢、臨床所見の確認も重要である。
設問7

S染色　400倍

　写真の尿沈渣成分を判定してください。

1.硝子円柱
2.脂肪円柱
3.顆粒円柱
4.ろう様円柱
5.空胞変性円柱

正解：1.硝子円柱

　写真の成分はS染色で淡青色を示す硝子円柱である。
一端は丸みを持ち、もう一端は先端が細く、長辺が平行
な円柱状を示している。また、形状は均質、無構造を示
していることから硝子円柱と言える。
　円柱内には細胞成分や顆粒成分、血球成分、脂肪顆粒
及び卵円形脂肪体、空胞等は認められないため、その他
の選択肢は除外できる。
　硝子円柱は健常人で認められることもあり、激しい運
動後の脱水時に出現頻度が高い。しかし、蛋白尿を呈す
る腎疾患や全身の血流障害などでも認められる為、出現
時は臨床症状の裏付けとして考慮される所見である。

設問8

S染色　400倍

　写真の尿沈渣成分を判定してください。

1.硝子円柱
2.脂肪円柱
3.顆粒円柱
4.ろう様円柱
5.空胞変性円柱

正解：4．ろう様円柱

　写真の成分はS染色で赤紫色に染色しているろう様円
柱である。円柱全体が「ろう」のように均質無構造を認
める。硝子円柱は基質がS染色で青紫色に染色されるた
め除外できる。また、円柱内には細胞成分や顆粒成分、
血球成分、脂肪顆粒及び卵円形脂肪体、空胞等は認めら
れないためないため、その他の選択肢は除外できる。
　ろう様円柱の形状は様々であるが、本症例では切れ込
みを伴い、厚みや光沢のあるろう様円柱と言える。ろう
様円柱は尿細管腔の長期閉塞による円柱内の細胞成分の
変性や血漿蛋白質の凝集均質状により出現すると考えら
れている。臨床的所見としてはネフローゼ症候群や腎不
全など重篤な腎疾患にみられる。

写真 10 【タイトル不要】 

 
 

 

表 22：設問７集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

1 硝子円柱 100 100.0 A 
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表 23：設問 8 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

4 ろう様円柱 100 100.0 A 
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設問9

サムソン染色　400倍

　写真の髄液細胞を分類してください。

1.単核球：3　多形核球：6
2.単核球：4　多形核球：5
3.単核球：5　多形核球：4
4.単核球：6　多形核球：3
5.単核球：7　多形核球：2

正解：3.単核球：5　多形核球：4

　写真の中には、9つの白血球が認められる。写真上部、
右端に認める細胞の核は類円形であり、細胞質成分は狭
いが、染色性はサムソン液に染まり薄いピンク色をして
いることから単核球と考えられる。また写真の左端と下
部の細胞は核が分葉している。細胞質は広く、サムソン
液での染色性は弱く、背景と同程度の色調であることか
ら多形核球と考えられる。本症例は多形核球の分葉がわ
かりやすいが、多形核球は観察する方向によっては分葉
核が重なって見えることで、単核球様に見える場合も少
なくない。その場合は細胞質の状態とサムソン液の染色
性から総合的に判断することが重要である。

設問10

無染色　400倍

 写真の寄生虫を判定してください。

1.糞線虫
2.アニサキス
3.鉤虫
4.トキソプラズマ
5.蟯虫

正解：　1.糞線虫

　写真の寄生虫は、糞線虫である。ヒトが固有宿主であ
り、F型幼虫の経皮感染によって感染が成立する。おも
な寄生部位は小腸で、主訴は下痢となる。検査法には濾
紙培養法や普通寒天平板培養法による虫種鑑別があり、
F型幼虫は尾部にある逆V字の切れ込みが特徴である。
今回の写真ではR型幼虫が疑われるため、濾紙培養法に
よってF型幼虫にすることで正確な鑑別が可能となる。
　その他の選択肢では、顕微鏡写真であることから肉眼
で観察可能なアニサキスと蟯虫が大きさによって除外さ
れ、トキソプラズマは形態的に除外される。また、鉤虫
は通常糞便中に虫卵が観察される。虫体が尿や糞便から
検出されることはないため除外される。

２）本年度の結果について
　本年度は評価対象外とした設問はなかった。正解率は
95.8%～100%、平均正解率は98.5%と良好であった。

表 24：設問 9 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

3 単核球:5 多形核球:4 92 100.0 A 

 

 

写真 13 【タイトル不要】 

 
 

表 25：設問 10 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

1  糞線虫 9１ 95.8 A 

2  アニサキス 1 1.1 D 

3  鉤虫 3 3.2 D 
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表 22：設問７集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

1 硝子円柱 100 100.0 A 

 

 

写真 11 【タイトル不要】 

 
 

表 23：設問 8 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合(%) 評価 

4 ろう様円柱 100 100.0 A 
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Ⅷ．まとめ
　本年度の一般部門の参加施設数は昨年と同様123施設
であった。
　尿定性検査は良好な結果が得られた。糖の試料42にお
いて定性値が（3+）とB評価相当であるが、半定量値を加
味してA評価とした施設が12施設あった。
　便潜血検査においては試料43、試料44ともに非常に良
好な結果が得られた。参考調査の定量検査では変動係数
が26.67%と手順書に詳細な採便方法を掲載して以降、最
もバラツキが大きかった。
　フォトサーベイにおいては評価対象外の設問もなく、
平均正解率も98.5%と非常に良好な結果が得られた。
　今後もこのような良好な状態が維持できるように研究
班活動を通じて啓蒙していきたい。不正解を認めた施設
は、自施設内での目合わせ、研究会や精度管理報告会、
本書等の解説を参考に、更なる精度向上に繋げていただ
きたい。

Ⅸ．参考文献
1.一般検査技術教本,（社）日本臨床衛生検査技師会

編,2017
2.尿沈渣検査法2010,（社）日本臨床衛生検査技師会

編,2011
3.髄液検査技術教本,（社）日本臨床衛生検査技師会

編,2015
4.検査と技術増刊号　一般検査ベーシックマスター,

医学書院,2017
5.永田勝広　他：「小児尿沈渣にみられるトスフロ

キサシン結晶及び同結晶円柱の特徴」，医学検査 
Vol.68 No.4,2019：751-757.

6.山下美香：「尿検査 誌上相談室」，Medical 
Technology Vol.44 No.2,2016；2：154-155.

7.愛知県臨床検査標準化ガイドライン　尿定性検査の
手順書　愛知県臨床検査標準化協議会,2020

8.臨床検査法提要改訂第34版,金原出版,2015
9.最新臨床検査学講座　一般検査学　医歯薬出版株式

会社,2016
10.愛知県臨床検査標準化ガイドライン　免疫学的便ヘ

モグロビン検査の手引書　愛知県臨床検査標準化協
議会,2010

Ⅹ．問い合わせ先
〒477-8522　愛知県東海市中ノ池3丁目1番地の1
公立西知多総合病院　臨床検査科
服部　聡
TEL:0562-33-5500（内線：22409、22410）
E-mail:pattorinz@gmail.com


	一般検査部門

